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0. はじめに 
現代標準アラビア語1(以下、MSA)の受動構文に関する研究には、その文法的特徴を記し
たものはあるが、その多くは内部屈折による受動態(ġalaqa: close ⇒ġuliqa: be closed)に限定
され、n-接辞付加で派生した動詞(ġalaqa: close ⇒n-ġalaqa: be closed、以下、第 VII形動詞と
呼ぶ)や分詞、動名詞については扱われていないことが多い。内部屈折による受動態を用い
た受動構文と第 VII形動詞を用いた構文は、いずれも動作主の明示を本来的には行わず、意
味の上では非常に似ているようにみえるにも関わらず、その違いを明らかにしている研究
は管見のかぎりみつからない。 
両構文の互換性がどれほどあるかをアンケート調査を通じて明らかにすることが本稿の
目的である。 
 以下、例文番号、グロス、日本語訳、外国語で書かれた先行研究からの引用や要約の際
の日本語への訳出は、特にことわりのない限り筆者による。 
本稿の構成は次のとおりである。第 1 節で先行研究をまとめる。第 2 節でアンケート調
査の結果および考察を、第 3節でまとめを示す。 
                                                        
1 アラビア語は、セム系言語の一種で、文法学の発展とともに高度に規範化された言語である。現代標準
アラビア語とは、古典アラビア語に基礎を置き、現在アラブ諸国で公用語として制定されている書き言葉
のアラビア語のことで、主にメディアや公的な場面で用いられる言語である(上原 2006: 31-32を要約)。転
写については、西欧のアラビア語学で用いられている 1字 1音素の表記を用いることとする( أ=’, ب=b, ت=t,  
ث=ṯ, ج=g, ح=ḥ, خ=x, د=d, ذ=ḏ, ر=r, ز=z, س=s, ش=š, ص=ṣ, ض=ḍ, ط=ṭ, ظ=ẓ, ع=‘, غ=ġ, ف=f, ق=q, ك=k, ل=l, 
م=m, ن=n, ه=h, ي=y, و=w)。長母音の表記については、ā, ī, ū を、二重母音は ay, awを用いることとする。
人名については、定冠詞があってもグロスには明示しない。 
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1. 先行研究のまとめと問題点 
受動構文と第 VII 形動詞を用いた構文の特徴について、Holes (1995)、ハッサン(2011)、
Danks (2011)を参照する。Holes (1995)は、アラビア語の歴史から MSA の音韻論、形態論、
統語論まで広く扱った英語で書かれた文献である。ハッサン(2011)は認知言語学の観点から
受動構文およびそれに類する構文を扱った論文である。Danks (2011)は、派生形のうち、特
に第 III形と第 VI形動詞についてその形態と意味を論じている英語で書かれた論文である。 
 
【受動構文】 
Holes (1995)では、受動構文が用いられ易い特徴については以下のように述べている。 
 
①瞬間的な出来事について述べようとするときに用いられる。 
②その出来事は、偶然であり、意志によらないものである。 
③瞬間動詞や認知活動や感情の状況を表す動詞は tamma + 動名詞構文2よりも受動態の形
が用いられるのが典型的である。 
(Holes 1995: 258-259要約) 
 
【第 VII形動詞を用いた構文】 
ハッサン(2011)の記述の中から、MSA の第 VII 形動詞の n-接辞3の機能についての記述を
以下に要約して記す。 
 
①他動詞を自動詞に変える働きがあるが、受動構文として用いることはできない。 
②n-接辞によって他動詞から派生した自動詞は、「ひとりでに、ある状態になる」という意
味を表す。 
③外的な使役主による状態変化もしくは、主題4自体の、自発的・内在的な力によって、あ
る状態に変化する事象を語彙化した動詞には、自他のペアが存在し、他動詞から自動詞が
派生される。 
④主題の内在的な力だけでは自然に成立できない事象は、受動表現によってのみ表現され
る。(第 VII形の自動詞は存在しない。) 
(ハッサン 2011: 77 要約) 
 
ハッサン(2011)では、第 VII形動詞と受動態には、大きな機能的な違いがあるとみている
ことがわかる。 
                                                        
2 tamma + 動名詞構文とは、tamma‘to come, to pass, be completed’という動詞に動名詞を主格の形で後続
させて用いる構文である。Holes (1995)は、この構文を迂言的受動構文とよび、「メディアで広く用いられ
る構文である」と述べている(Holes 1995: 258)。本稿では研究の対象としない。 
3 ハッサン(2011)では、n-接辞を「en-接辞」と記述している。本稿では n-接辞に全て記述を統一すること
とする。 
4 「主題」について、「他動詞構文における目的語で対応受動文における主語および自発自動詞構文におけ
る主語に当たる。」(ハッサン 2011: 77)と記している。 
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Danks (2011)の受動構文および第 VII形に関する記述を以下に要約する。 
以下に Danks (2011)の例文を示す。例(1)は受動構文の例である。例(2)は第 VII形動詞を用
いた構文の例である。 
 
 (1) ’ughliq-a       l-bāb       (2) inghalaq-a      l-bāb  
  close: PASS.PFV.3.M.SG  DEF-door       closed: VII.PFV.3.M.SG  DEF-door 
‘The door was closed’  [actional]     ‘The door was closed’ (or ‘The door closed’)58  [actional] 
(Danks 2011: 148、囲み線筆者付加) 
 
 Danks (2011)では、受動構文である例文(1)と第 VII形動詞を用いた構文の例文(2)はどちら
も「閉められた」ということを表しているとしている。 
Danks (2011)の例文(2)につけられた注釈 58には「受動構文と第 VII形動詞を用いた構文と
のあいだには互換性があることに疑いはなく、なんらかの外的使役主の存在が含意されて
いると理解され、「ドアがひとりでに閉まった」ということではない」と指摘している。 
 
1.1 まとめと問題点 
Danks (2011)によれば、第 VII形動詞を用いた構文では、何らかの外的使役主の存在が含
意されているということが指摘されている。ハッサン(2011)は、第 VII形動詞を用いた構文
は、「ひとりでにある状態になる」ことを表すと指摘している。Danks (2011)ではそれを否定
していることから、記述が対立している。以下、先行研究を表 1にまとめる。表中の☆部
分は記述の対立が見られる部分である。受動構文と第 VII形動詞を用いた構文の間には違い
があるのか、または、互換性があるのか、明らかにする必要がある。 
 
表 1: 受動構文と第 VII形を用いた構文の特徴一覧 
受動構文  第 VII形動詞を用いた構文 
・本来的には、動作主は明示しない 
・行為を達成する道具としての主語は前
置詞句をもって表す 
動作
主 
・動作主の存在は明示しない 
・なんらかの外的使役主の存在が含意され
ている 
・動作の行為が及ぶ主体と、動作主が同一
の場合がある(再帰的) 
・動作の結果は意志によらない 
・被動作主である目的語に焦点があてら
れている 
・偶然の出来事を表す 
・主題の内在的な力だけでは自然に成立
できない事象を表すとき 
動作
の 
結果 
 
☆「ひとりでにある状態になる」ことを表
す 
ハッサン(2011) 
☆「ひとりでにある状態になる」ことを表
さない 
Danks(2011) 
・行為の結果に焦点があてられている 
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2. アンケート調査 
受動構文と第 VII 形動詞を用いた構文に互換性があるかについて明らかにするためにア
ンケート調査を行う。MSA を理解することのできるインフォーマントにアンケート調査を
2 種類行う。 
 アンケートで使用する例文は、新聞や書籍を対象としたコーパス調査5から抽出した 20例
である。2種類のアンケートでは例文は同一のものを使用するが、それぞれのアンケートは
質問の形式が異なっている。アンケート調査 Iでは、両構文の内、いずれかの形が示されて
いる。 
質問① いずれか一方の構文が、もう一方の構文に言い換えることが可能か。 
質問② 入れ替え可能とした場合、全く意味が変わらないと思うかどうか。 
質問③ 第 VII 形動詞には「ひとりでに、勝手に」ある状態になるという意味の
"tilqā’īyan"という副詞句のニュアンスが込められていると感じるか。 
アンケート調査 II では、動詞の部分が空欄になっており、両構文の動詞が下に示されて
いる。どちらの構文が(もしくは両方が)適切であるか、選んでもらう形式となっている。 
 
2.1 インフォーマントに関する情報 
アンケートに協力していただいたインフォーマントは 4 人で、いずれも大学以上の高等
教育を受けている。20代のエジプト人女性 1人、20代のシリア人男性 1人、30代のスーダ
ン人男性が 1 人、40 代のエジプト人男性が 1 人である。今回の調査では、国による違いに
ついては考察の対象に含めないこととする。アンケート調査 II では、40 代のエジプト人男
性、30代のイラク人男性の 2人に協力していただいた。 
 
2.2 アンケート調査 Iの結果 
本節ではアンケート調査 I の結果を示す。表 2 は、無回答を除いた有効回答数を分母に、
問いに対しそれぞれ yes と回答された個数を分子として示し、パーセンテージとして示して
いる(小数点以下第二位は四捨五入)。表中の[ ]が付されている 3 つの動詞は、受動態の形
が示されている用例である。それ以外の 17 例はいずれも第 VII 形動詞を用いた構文の用例
である。無回答の場合、表中では斜線をひいてある。有効回答が 0 の場合、空欄となって
いる。○囲み数字はアンケートで用いた番号と一致している。 
構文の入れ替えができないという答えで回答者が一致した動詞は、20個中、5個(①nṭalaqa: 
set free, ④nṭawā: include, ⑨nfarada: stand alone, ⑫dummira: be destroyed, ⑮nqaṭa‘a: stay 
away)あった。構文の言い替えができるとした回答者が 1 人と少なかった動詞は、7 個(②
nfajara: explode, ⑥n‘akasa: be reflected, ⑦ndafa‘a: hurry, ⑩nza‘aja: be alarmed, ⑰nfakka: be 
untied, ⑱nba‘aṯa: be dispatched, ⑲nqaḍā: pass)であった。アンケート Iで使用した 20個のう
ち、12 個の動詞は構文の互換性が低いと指摘できる。一方、言い換えができると高い割合
でされた動詞8個(③nfaṣala: be separated, ⑤nḍamma: join, ⑧ndamaja: be inserted, ⑪‘uqida: be 
                                                        
5 卒業論文では、このコーパス調査を予備調査として行ったが、ここでは紙幅の都合上詳細を割愛する。 
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held, ⑬xuffiḍa: be decreased, ⑭nxada‘a: be deceived, ⑳nḍabaṭa: be regulated, ⑯nšaġala: be 
busy)だが、その内、回答者全員が構文の入れ替え後も意味が全く同じとしたのは、⑪
‘uqida(be held)のみであった。⑭nxada‘a(be deceived), ⑳nḍabaṭa(be regulated)についても、過
半数以上の回答者が入れ替え後も意味が全く同じと答えた。 
 
表 2: 質問①②に対する yesの回答数とその割合(%) 
 動詞 意味 ① % ② %  動詞 意味 ① % ② % 
1 nṭalaqa (set free) 0/4 0   11 [‘uqida] (be held) 3/4 75 3/3 100 
2 nfajara (explode) 1/4 25 0/1 － 12 [dummira] (be destroyed) 0/4 0   
3 nfaṣala (be separated) 2/4 50 1/2 50 13 [xuffiḍa] (be decreased) 3/4 75 1/3 33.3 
4 nṭawā (include) 0/4 0   14 nxada‘a (be deceieved) 3/4 75 2/3 66.7 
5 nḍamma (join) 2/4 50 1/2 50 15 nqaṭa‘a (stay away) 0/3 0   
6 n‘akasa (be reflected) 1/4 25 1/1 － 16 nšaġala (be busy) 2/4 50 1/2 50 
7 ndafa‘a (hurry) 1/4 25 1/1 － 17 nfakka (be untied) 1/4 25 0/1 － 
8 ndamaja (be inserted) 3/4 75 1/3 33.3 18 nba‘aṯa (be dispatched) 1/4 25 0/1 － 
9 nfarada (withdraw) 0/4 0   19 nqaḍā (pass) 1/4 25 1/1 － 
10 nza‘aja (be alamed) 1/4 25 1/1 － 20 nḍabaṭa (be regulated) 3/4 75 2/3 66.7 
 
言い換え可能とされた例文について、以下に示す。 
(3)⑪ wa-naqala      ‘anmutaḥaddiṯ   bi-sml-barnāmij     ‘anna    
and-quote: PFV.3.M.SG fromspokesman  under-nameDEF-program  that    
t-talāmīḏ    laḏīna tatarāwaḥu     ’a‘māru-hum  mā   bayna   6-18  
DEF-student.PL  REL range: VI.IPFV.3.F.SG   age.PL-their   what  between   6-18 
‘āman   yadrusūna     fī  40  madrasah  tu‘qadu         fī    
age    study: IPFV.3.M.PL  in  40  school   be held: PASS.IPFV.3.F.SG  in  
nihāyat   l-’usbū‘ 
end    DEF-week 
「番組の広報の発言を引用すると、6歳から 18歳の学生たちが、週末に開かれる 40 校の[特
別な宗教的]学校で学んでいるという。」 
[2010.11.22: al-Quds al-‘Arabī] 
 
 唯一(3)のみが第 VII形動詞を用いた構文に書き換えることができ、かつ全く意味が同じ
であると 3人の回答者が一致した回答だった。 
 
次に、言い換えることができるが、その示す意味が両構文で異なっていると一部のイン
フォーマントが回答した例を以下に示す。 
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(4)⑭ bayna   l-’anwā‘     l-muqalladah    wa-l-’aṣlīyah    yaqūl 
among  DEF-kind.PL    DEF-fake     and-DEF-real    say: IPFV.3.M.SG 
qalīl l-xibrah       wa-t-tadqīq    huwa   laḏī    yanxadi‘u 
little DEF-experience     and-DEF-appraise  he   REL   be deceived: VII.IPFV.3.M.SG 
wa-yaštarī’      anwā‘an    muqalladatan   ‘ala      ’anna-hā     ’aṣīlah 
and-buy: IPFV.3.M.SG   kind.PL   fake      supposed    that-it        real   
wa-l-’anwā‘      l-muqalladah  yatimmu         ktišāfu-hā 
and-DEF-kind.PL    DEF-fake    complete: IPFV.3.M.SG    uncovering-its 
「偽物と本物を巡っては、経験が少なく、調べも浅い者が、[それが]本物であると想定して
偽物を騙されて買ってしまうという。それが偽物であると明らかになっているにも関わら
ず。」 
[2001.12.15: al-Waṭan] 
 第 VII形動詞を用いた構文の場合は、自分自身が「うっかり」だまされてしまうという意
味であり、受動構文の場合には、「悪意を持った騙そうとする人」が存在することが感じら
れるとコメントしている(インフォーマント B)。 
 
(5)⑳ ma‘a   ḍ-ḍaġūṭ-āt     l-wāridah     min   n-nās     wa-’an    
with    DEF-pressure-PL   DEF-mentioned  from   DEF-people  and-that    
yadi‘a      qawānin    ‘ā’ilatin    wa-qawā‘id     tan-ḍabiṭ     
put: SBJV.3.M.SG  law.PL     family    and-law.PL     be regulated: VII.IPFV.3.F.SG 
bi-hā        l-’usrah  
by-them[the laws]  DEF-family    
「人々からの既に述べた圧力によって、家族について規定された法律が制定され、…」 
[2001.10.26: al-Waṭan] 
 動作の結果が及ぶ主体は「家族」である。動作主はここでは明示されていない。同じ意
味にはならないと回答したインフォーマントのコメントによると、第 VII形動詞を用いた構
文の場合、自らの意志で規定を遵守する意味に感じられるが、受動構文の場合、authorityの
存在を感じるという(インフォーマント B)。 
 
(6)⑧ ṯumma    qaddama           taqrīra-hu    ba‘da    z-ziyārah  
and       give: PFV.3.M.SG     report-his     after     DEF-visit 
laḏī  jā’a               fī-hi    yajibu           ’an    tandamija  
REL  come: PFV.3.M.SG    in-it    have to: IPFV.3.M.SG   that   be inserted: VII.SBJV.3.F.SG 
isrā’īl    fī    š-šarq     l-awsaṭ        
Israel    in    DEF-east   DEF-middle     
「訪問後に、その報告書を提出した。その中には以下のようにあった。『イスラエルは中東
に潜入しなければならない。』」 
[Kafrī(2003): 12] 
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(6)は、動作の結果が及ぶ主体と動作主が同一の例である。受動構文に置き換えた場合、
動作主が必ずいるが、隠されているというコメントが得られた(インフォーマント C)。第
VII 形動詞を用いた構文の場合、自動的に、ないしは自然に動作が行われていて、「自分の
意志」で動作を行ったと感じるとのコメントもあった。イスラエル自身が自発的に潜入し
ようとした場合は、第 VII 形動詞を用いた構文が用いられ、イスラエル以外の動作主によっ
て潜入させようとする文意のときは受動構文が用いられると考えられる。 
 
(7)⑬ wa-jā’a         fī    bayān     ’aṣdara-hu  
and-come: PFV.3.M.SG    in     statement    dispatch: IV.PFV.3.M.SG-it  
inna    50    fī l-mi’ah    min      rātibī    š-šahrī 
that    50    percent     of       salary    DEF-monthly 
sa-yuxaffadu,            ’i‘tibāran    min š-šahr      l-ḥālī,    
FUT-be decreased: PASS.II.IPFV.3.M.SG   considering   from DEF-month    DEF-present   
musāhamatan   min-nī    fī    xafḍ     l-fawāriq      fī   r-rwātib 
participating    from-us   in    decrease   DEF-diffarence.PL   in   DEF-salary 
bayna      muwaẓẓaf-ī     d-dawlah 
between     employee-PL     DEF-country 
「彼が出した声明は以下のようなものだった。月給は 50パーセント減らされるでしょう。
今月からと考えています。私の方から、国家公務員との間の格差を小さくするためです。」 
[2011.02.05: an-Nahār] 
 
(7)の回答も(6)同様、受動構文を第 VII 形動詞を用いた構文に言い換えることができると
の回答を 75%の割合で得られた。しかし、言い換える前と後では意味が異なるとの回答が 2
人、全く同じとの回答が 1 人であった。受動構文の場合、動作を実際に行わせる存在を話
者が意識している感じがするとのコメントが得られた。首相が自らの意志で給料の削減を
しようとしているのか、当局によって首相の意志に関わらず、給料が削減されるのかで、
構文が選択されていると考えられる。 
例文(4)(5)と(6)(7)はいずれも割合は異なるものの、動作主が動作の結果が及ぶ主体と同一
である場合第 VII形動詞を用いた構文が、外的な動作主がほかに存在して、動作の結果が及
ぶ主体に動作を行わせているという場合には受動構文が用いられると考える複数のインフ
ォーマントが存在した。 
 
質問③は、第 VII 形動詞が、「ひとりでに、勝手に」という意味を含んでいると感じられ
るかを尋ねている。 
nfajara: explodeと dummira: be destroyed を除く 18個の動詞のうち 16個の動詞について、
「ひとりでに、勝手に」という意味を含んでいると回答者全員が答えた。残りの 2 個の動
詞(nṭawā, nḍabaṭa)についても高い割合で「ひとりでに、勝手に」という意味を含んでいると
された。 
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2.3. アンケート調査 IIの結果 
 インフォーマント 2名がともに、新聞や書籍から抽出された用例通りの選択肢を選んだ。
両構文どちらも適切である場合には、両方を選択することをを認めたにも関わらず、2人の
インフォーマントはともに、どちらか一方のみを選択した。 
 
3. まとめと今後の課題 
両構文には意味役割に機能的な違いが相当に存在しており、互換性は低いと考えられる。
コメントをふまえると、総じて受動構文の場合は動作主の存在が第 VII形動詞を用いた構文
よりも強く認識されていると言える。第 VII形動詞を用いた構文の場合、動作の結果が及ぶ
主体自身の意志で動作は行われていると認識されていると言える。 
先行研究では、ハッサン(2011)の記述と Danks (2011)の記述が対立していた。受動構文と
第 VII形動詞を用いた構文との言い換えについて、Danks (2011)の言うような両構文の「互
換性」には疑義を抱かざるを得ない。受動構文は、動作主が強く認識されていることから、
主題の内在的な力だけでは自然に成立できない事象を表すときに用いられるというハッサ
ン(2011)の指摘は正しいと言える。 
第 VII 形動詞が用いられ易い状況として、「ひとりでにある状態になる」という意味を表
すだけでなく、動作を「意志をもって」行う場合にも用いられると指摘できる。この点で、
受動構文の場合は「意志をもたずに偶然」なされる事柄に用いられ易いとの指摘があるこ
とから、意志の有無は、両構文の対照的な特徴として位置付けられると考える。 
今回のアンケート調査では、年齢や性別だけでなく、出身国も様々なインフォーマント
に協力をいただいたが、互換性があるとの回答が 25~50%となったものについては、やはり、
年代差や性差だけでなく教育を受けた国や地域の違いが影響したとも考えられる。今後は、
調査におけるそういった条件を整えて、より精度の高い調査を行っていきたい。 
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